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研究背景 調査概要

含水率‐塩化物イオン量による評価

塩化物含有量

内在塩分を有する那覇市ちとせ商店街ビルの
損傷調査

まとめ

沖縄県：1970年代地理的条件から良質な骨材の確保が困難
→海砂が主な細骨材として使用されてきた

内在塩分によるRC建築物の塩害被害が社会問題に
塩害被害を受けた建築物は，補修後に鉄筋が再劣化することが多い

⇒塩害建築物の維持保存手法の確立が必要

内在塩分を含むRC造は
十分な水が存在しない場合
は鉄筋腐食が発生しない

構造物損傷調査において
かぶりコンクリートの含水率

を把握することは重要

2階 屋上
調査箇所No.2

調査箇所No.1 調査箇所No.4

調査箇所No.3

防水層改修工事範囲

：乾式コア採取、含水率測定：含水率測定

建築物名称 ちとせ商店街ビル
所在地 沖縄県那覇市松尾
竣工年 1972年
構造 RC造3∼5階

総延建物面積 約5000㎡
設計者 大城龍太郎

施工者
1工区：南洋土建
2工区：金城工務店
3工区：前元建設

調査期間
1回目：2023.7.31
2回目：2023.11.13
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塩化物イオン量（kg/m³）

塩化物イオン量は
2.4～4.8kg/m³と高い

該当建築物は海岸から約2km
離れている

未除塩の海砂が使用されてい
たと考えられる

剥落・滞水状況

滞水要因

屋上防水層損傷状況

腐食評価図

剥落無

剥落有
1. 損傷の原因は、2階共用廊下部に滞水が発生し、

鉄筋腐食が生じたことによってコンクリートの剝
落が生じた。

2. 滞水は、5年ほど前に2階吹き抜け部に設置した鉄
板を介しての雨水の流入および空調機の室外機か
らの結露水の流出によるものであった。

3. 当該建築物は雨仕舞の検討および防水工事によっ
てコンクリート中の水分の浸透を抑制する必要が
ある。

4. 含水率と塩化物イオン量から鉄筋腐食の閾値を設
定することで、該当建築物および周辺の類似構造
物の劣化診断に活用できる可能性を示唆した。
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健全 腐食

調査箇所
No.3

調査箇所
No.2

調査箇所
No.1

調査箇所
No.4

4

含水率と塩化物イオンによる
鉄筋腐食評価図を作成し，
重度の腐食を発生させない

閾値を設定

内在塩分を含有する構造物の調査
や暴露試験の結果から鉄筋腐食度

を評価

本調査結果を腐食評価図に示し、
鉄筋腐食状況を推定

今帰仁村公民館、大宜味村
役場旧庁舎、沖縄県RC造
住宅、PC道路橋、etc...

２階 共用廊下 上部

目視で確認できない部分および
金属で補強工事されている部分

２階 共用廊下 下部
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No.2
No.3

1工区
2工区

3工区

2工区共用廊下西方部

0.6～1.9°
含水率測定結果は

滞水無し：1.1～1.4%
滞水有り：4.2～5.1%

⇒滞水箇所のコンクリート
内部の含水状態は高い

2階共用廊下滞水状況

滞水要因②：室外機による流出滞水要因①：鉄板による雨水の流入

5年ほど前にコン
クリート剥落片
の落下防止の為
吹き抜け部に鉄

板を設置

工区間のずれによって
0.6～1.9°の斜度が発生
⇒雨水が鉄板を介して
片側の共用廊下に流入

結露水の流出量：1.5ml/h

年間降水量：44mm

沖縄県の年間降水量は
約2000mm

沖縄県の最小月間降水量
の約1/2

年間降水量
に変換

滞水無し 滞水有り

調査箇所No.3上部

調査箇所No.4上部

各防水層の劣化度判定は…

調査箇所No.3（改修後）⇒劣化度Ⅱ

調査箇所No.4（改修前）⇒劣化度Ⅲ
⇒劣化グレードが大きいほど、

含水率も高い

防水層種類⇒ウレタン塗膜防水（1～2mm）

含水率測定結果

乾式コアと挿入式電気抵抗含水計による測定
結果は逆転したが、いずれも含水率は高い

⇒厚さ1～2mm程度の防水層による水分浸
透抑制効果は高くないと考えられる
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挿入式電気抵
抗含水計
調査箇所
No.3(改修後)
4.8%～5.7%

乾式コア
調査箇所

No.4(改修前)
6.9%～7.5%

挿入式電気抵
抗含水計
調査箇所
No.4(改修前)
5.6%～7.7%

乾式コア
調査箇所

No.3(改修後)
7.4%～9.6%

⇒滞水発生箇所と剥落発生箇所は概ね一致

塩化物イオン量

調査建築物概要

衛星画像

調査箇所

剥落無し

剥落有り

上部を
確認…

2階共用廊下裏側に
おいて厚さ20mm程
のコンクリート剥落
が確認できた。また，
雨天時には，剥落
の確認された箇所
の上部では滞水が
確認された。

当該建築物は，敷地を3つの工区に分け，
同時施工された。1階敷地中心部より，十文字
に敷地内通路を設け共用空間とし，2回以上
の各階に楕円状の吹き抜けを伴う共用廊下
が設けられている。
本研究では，劣化の激しい共用廊下裏側の
損傷調査を行い，塩化物イオン含有量と含水

率の関係について検討を行った。

⇒閾値の範囲内は滞水の確認さ
れなかった調査箇所No.2のみ


	スライド 1

